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化に関しては，各項目の経時変化を各被験者あるいは要約統計量を用いなが

らプロットする．さらに，図 1 の特性要因図も活用して心機能改善に及ぼす影響

要因も探索する． 
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図 1. 心機能改善に関する特性要因図 

 

培養骨格筋筋芽細胞シート移植術の実施及び完遂の可否に関しては，自己

骨格筋からの筋芽細胞の採取から培養骨格筋筋芽細胞シート移植術成功まで

の被験者が辿った過程を明らかにし，実施及び完遂の可否に及ぼす影響要因

を探索する． 

 

 

15. 研究の終了又は中断・中止 

 

15.1. 研究の終了 

最終登録症例の追跡終了およびデータベースの固定をもって研究の終了と

する．研究責任医師は，研究を終了したときは，実施医療機関の長に研究が

終了した旨を文書で報告する．その後，研究責任医師は，総括報告書を作成

し，実施医療機関の長に提出する． 
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